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　目的　水に関する小・中・高等学校の社会・理科・家庭科の新学習指導要領および授業

案と授業報告を整理した結果、水資源の活用や、水問題の原因・政策をも含めた一貫した

方策の実践への参加能力の育成まで包括する授業の提示が欠如していたため、直接牛活に

関わる家庭科を中心とした総合授業の提案を行うことにした。

　方法　既報「家庭科の学習内容構想とその具体化（第１～４報）」に基づき、すでに「

総合授業：水」の小・中・高等学校の学習内容の関連をまとめた。今回はこれに基づき、

小学校の学習内容を、第６学年＜家庭科＞の【被服】及び【家族の生活と住まい】領域を

中心とした総合授業のワークシートとして具体化するために、学習内容４項目のうちの主

に「I.水の浄化」「n.水の循環」「ｍレ水量調節（森林の保水力）」に関する実験・

調査および引用事例の検討を行った。

　結果　小学校「総合授業：水」の授業内容は、「I.水の浄化」では、土中生物の水

脱t作用:、生物毒、「n. 水の循環」では、水の行方、川の観察・調査、Tic利用システム

、水質汚染の原因、「in.水量調節（森林の保水力）」では、土の保水量、森林の働き、

森林保全について取り上げ、事例として、松山市親水公園のていれぎ、琵琶湖の富栄養化

、水俣病等を引用した。（＿ iま実験・調査による理解を含む。）
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　【目的】筆者らは．生活情報に関してその定義を提案し、日常における情報行動の分析を行い、

情報教育(情報活用能力の育成)の立場から．生活情報の故育についての研究を行ってきた(家
政学会及び関西支部他).そこで次のステップとして．生活情報の立場を中心にすえた教育のカ
リキｓラムの編成に向けて提案を行う．

　【方法】生活情報は｢生活者が生活環境をコ―ディネートする為の情報｣であるから、生活者が
主体的iこ生m環境をとらえた上で、生活m境とのダイナ'ミックな関わり方を考えることが大切
である．また情報社会の高変化による、情報科学的方法やfff.報機器などの手段を活用する力を
身につけることも大切である．これらをふまえて．学習目標をあげる．

(1)生活情報の定義と必要性一一情報化社会、生活の鴇と内容の変化
(2)情報活用能力と間趣解決--情報活用の要素、生活者としての主体的な問題解決能力
(3)情報科学のテク―ックー一情報処理技術、情報機器などが活用できる力
(4)生活環境と生活情報-一生活者が生活する(環境をコーディネートする)為の生活情報め役割

(5)能動的な情報生活に向けて一一情報コミaニチイの実現、日常生活に溶け込んだ情報行動
さらにこの学習目標をもとに．生活情報論のカリキュラムを作成した．(B'J途資料)
　【結果】生活情報の教育の３本柱　Ｉ生活情報論　n情報処理教育　Ⅲ情報活用misのうち、
Ｉのカリキュラム作成を中心に'報告した．(n・Ⅲについては、続報)

　その結果、以下の事が今後の検討課題として明らかになった．
・情報コミa ―チイについて一実例の収集、形成の方法．運営の方法．目的及び内容の構造化
・情報生活とは一情報的に豊かな生活の内容、生活環境・生活文化などとの関係の分析
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